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　2008 年 2 月に、東京工業大学フロンティア研
究センターの細野秀雄教授らのグループは、転
移温度注）32 Ｋを示す新系統の高温超伝導物質
LaOFeAs を発見した１、２）。これまでに発見され
ている金属超伝導物質や銅酸化物系高温超伝導物
質とは異なる系統の新しい超伝導物質であり、絶
縁性の LaO 層と金属性の FeAs 層が交互に積層さ
れた層状構造を持つ（図表 1）。銅酸化物系高温超
伝導体では CuO2 層が超伝導面であるのに対し、
今回の新超伝導体は FeAs 層が超伝導面となる。
　同グループは、同じ鉄系統の物質 LaOFeP が超
伝導になることを 1 年半前に突き止めていたが、
その転移温度は 5 Ｋ程度と低いため注目を集めな
かった。今回、P を As に置き換えるなどの工夫を
して、転移温度が 32K に上昇した。今後、絶縁層
材料の置換などにより、さらなる転移温度の上昇
が見込まれる。最近の予備的な実験では、転移温度
が 50K 程度まで上昇するデータも出てきている。
　この高温超伝導物質 LaOFeAs は、酸素原子 (O)
の一部をフッ素原子 (F) に置き換えて余剰電子を作
り出し、その余剰電子が FeAs 層にドープされる
ことによって初めて超伝導性が発現する。これは、
CuO2 面への電子またはホールのドープが必要な銅
酸化物系高温超伝導物質の特徴と類似である。した
がって、銅酸化物系高温超伝導物質と同じように、
電子のドープ量や絶縁層の物質を変えることによ
り、転移温度が大きく上昇することが期待できる。
　1986 年に発見されてフィーバーとなった銅酸化
物系高温超伝導物質は、改良が進んで転移温度が
160K までに達したが、その後の転移温度の上昇
は報告されていない。高温超伝導メカニズムにつ
いても、様々な理論が提出されているものの未だ
解明には至っていない。CuO2 面の特殊性に着目
したメカニズムの理論も多いが、それらについて
は再考を迫られるであろう。今後、高温超伝導メ
カニズムの解明が進むものと期待される。
　銅酸化物系高温超伝導物質が発見された直後、
大量の研究者が参入して高温超伝導体の研究が急
激に進展した。しかし、現在では地道な研究は続
 ナノテク・材料分野	 TOPICS	 NanoTechnology & Materials
　2008年2月、東京工業大学フロンティア研究センター の細野秀雄教授らのグループは、転移温度32Ｋを示
す新しい系統の高温超伝導物質LaOFeAsを発見した。従来の金属超伝導物質や銅酸化物系高温超伝導物質
とは異なる超伝導物質であり、絶縁性のLaO層と金属性のFeAs層が交互に積層された結晶構造を持つ。材
料元素の置換などにより、さらなる転移温度の上昇も期待される。銅酸化物系高温超伝導物質の発見直後、
高温超伝導体の研究が急激に進展したが、今回の発見は、未解明な高温超伝導メカニズムを明らかにする上
で極めて重要であるばかりではなく、超伝導研究の再度の活性化を促すきっかけになり得る。
トピックス4　新系統の高温超伝導物質の発見
いているものの、研究人口は大幅に減少している。
今回の発見は、超伝導研究の再度の活性化を促す
きっかけになり得る。
　なお、この研究は、（独）科学技術振興機構（JST）
戦略的創造研究推進事業の発展研究 (ERATO-
SORST) の一環である。
図表１　新高温超伝導物質の結晶構造（表紙カラー図参照）
出典：参考文献 1）
図表２　超伝導物質の発見年と転移温度
出典：参考文献 2）
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注：超伝導物質を冷やすと、ある温度で常伝導か
ら超伝導になって抵抗が０となる。この温度を転
移温度という。
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